
 

 

 

猫の消化管好酸球性硬化性線維増殖症（GESF）は、主に中高齢の猫でまれに認められる、胃や十二指腸から大腸にかけて
発生する非腫瘍性疾患です。 

主な症状 
食欲不振、体重減少、頻回の嘔吐、慢性的な下痢などを主訴に来院されることが多く、消化管の炎症により腫瘤状の病変を
形成します。これにより、消化管の潰瘍形成や狭窄、腸閉塞を引き起こすことがあります。 

検査所見 
• 血液検査：貧血、低アルブミン血症 
• 超音波検査：胃壁・腸管壁の肥厚、所属リンパ節の腫大 
確定診断には、病理組織学的検査が必要です。病変部における好酸球の浸潤および線維化を確認するため、外科的切除生検
または内視鏡生検を行います。 

発症要因 
細菌感染の関与やラグドールなどの純血種での発生が多いとされていますが、発症機序は現在も明らかになっていません。
中高齢猫に多いものの、若齢猫での報告もあります。アレルギー性疾患や、消化管への慢性的な異物刺激との関連も示唆 
されています。 

治療 
治療は病態により外科療法と内科療法を使い分けます。 
• 腸閉塞を伴う場合：外科的切除が必要 
• 早期発見例：抗菌薬、免疫抑制剤、ステロイド、食事療法などを組み合わせた内科治療でコントロール可能な場合があり
ます。しかし、重症例では**周術期死亡率が約24％**と報告されており、早期発見が極めて重要です。 

鑑別診断の重要性 
猫では消化管に腫瘤を形成する腫瘍性疾患も多く、GESFとの鑑別も非常に重要となります。 
⸻ 

頻回の嘔吐や慢性的な下痢、体重減少などの症状がみられる場合は、早めの受診と定期的な検査をご検討ください。 
早期発見・早期治療が、猫ちゃんの予後を大きく左右します。　 
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SaGAMeC Information

トリマー通信 
新年あけましておめでとうございます。 
1月のオプションセットは自然のシャンプー、リンスセットです！ 
泡立ちがよく汚れはしっかり落とし皮膚の必要な油分は落とさず、
毛肌に優しい100%天然素材にこだわったシャンプーです。 
リンスはハーブエキスを使用しているためノミやダニも寄り付きに
くくなり香りも持続します。 
新年最初のトリミングに是非お使いください！ 
皆様のご予約を心よりお待ちしております！ 

獣医師コラム 猫の消化管好酸球性硬化性線維増殖症（GESF）について

看護師通信 
1月に入り、寒さも厳しくなってまいりました。 
気温の変化だけでなく乾燥もしやすい時期です。 
乾燥は、ドライアイやバリア機能低下による呼吸器病、皮膚病の原因になります。 
お部屋の湿度は加湿器などで約40～60%に保つのを心がけましょう。 
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